
プロジェクト意見交換結果について

－更なるごみの減量・資源化－

＜まとめ＞

１ 啓発の強化

⑴ 「どのように減らすのか」といった「方法」を具体的に周知していく。

⇒身近で具体的な方法を、市で模索するだけでなく、エコチャレンジ（別紙１

～３）を通して市民から募集し、啓発に活用する。

⑵ なぜごみを減らす必要があるのか、「理由」を含めて周知していく。

⇒ごみはお金（税金）をかけて処理していることを知ってもらうことも、減量

への意識付けとなる。ごみ袋へコスト表示をすることは難しいが、広報やホ

ームページなどで、１人当たりの処理費用を明示し、ごみに対するコスト意

識を持ってもらう。

⑶ 町内会未加入者など、無関心な市民や若者へのＰＲとして、ＳＮＳやケーブル

テレビ、ごみ集積所を利用した啓発方法を検討する。

２ 地域（自治会、町内会）との連携

町内会費で地域設備などの維持管理をしていることや、町内会加入によるメリッ

トが伝わっておらず、加入の促進が進まない。

⇒町内会未加入者への啓発方法を模索していくとともに、市として加入促進に向

けた広報を引き続き行っていく。

３ ごみの有料化

ごみの有料化も視野に入れ、ごみの減量に関する周知啓発を行っていく。

⇒ごみの減量に関する周知啓発の際は、計画におけるごみの減量目標を達成でき

ない場合、改めて有料化の検討をする必要があることを併せて周知していく。

資料２


